
ケースカンファレンス （血液型） 5
青い鳥こどもクリニック　引田　満

　血液型検査をしばしば依頼されることがあります。血液型に対する関心の高さは日本特
有のもののようで、欧米人に日常会話で血液型を尋ねると変な顔をされるとか…。それは
ともかく、1歳未満の乳児の場合、裏試験（血清抗体）の反応が弱く、判定保留となること
があるため、当院では原則的には行なっていません。ところが、6歳の子どもであるにも
かかわらず判定保留となったケースがありましたので参考までにご紹介しておきます。下
に検査会社からの報告書（表試験と裏試験）の抜粋を示します。

精査結果記入書

医療機関名：青い鳥こどもクリニック　　　検査項目　　ABO 式血液型   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　ID                             
氏名：　　　　　　　様　　年令 6　　　検体採取日                             
カルテ NO：                            　　　　　　　材料   　全血                 
担当医名：                   

＜ 結　果 ＞

　（ 表試験 ）
 抗 A 血清 抗 B 血清 抗 A1 レクチン 抗 A,B 血清 抗 H レクチン
 （3 ＋） （4 ＋） （ー） （4 ＋） （W ＋）

　（ 裏試験 ）
 A1 型血球 A2 型血球 B 型血球 O 型血球 自己血球対照
　生食法 （ー） （ー） （ー） （ー） (n.t.)
　クームス法 （ー） （ー） （ー） ( ー） （n.t.)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n.t. ＝未実施

　判定保留という予想外の結果に保護者が戸惑うのは当然ですし、万が一の輸血の際の対
応も問題になってくる場合があります。そこで、ある大学病院の輸血部に再検査を含めコ
ンサルテーションをして回答を得ることができました。
　さて、やや専門的ではありますが、この子の血液型はどう判断するのが妥当でしょうか？
輸血はどうしたらよいでしょうか？

判定
保留



報告書に記載されている凝集反応については下記を参考にしてください。


